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質問事項 質     問     要     旨 答弁者 

１．令和８年度一般会計

予算について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度一般会計予算に対し、８点質問する。 

・国民健康保険税改定について 

① 今回の国保税改定は、子ども子育て支援給付金課税額に充当する国保税額の増額ということであるが、課税要件が多種で分かりに

くい。標準課税世帯で改定額・税の値上げ額はどのくらいか。 

② 他医療保険と国民健康保険との制度比較をすると、一人当たりの保険料(税)は協会けんぽの 1.3倍、組合健保の 1.7倍。国保には

家族人数に応じた均等割があり、協会けんぽとの差が２倍に広がる。全国の国保保険料(税)の滞納者率は11.5％となっている。本村

においても実状は同様と思われる。国の方針とは言え、このような制度上の不公平、被保険者の実情、負担能力からみて改定に反対

するが、今回の改定（値上げ）をどのように考えるか。 

・地方交付税について  

③ 歳入の地方交付税を19億５千万円、その内訳は普通交付税18億５千万円、特別交付税１億５千万円としているが、昨年は18億５

千万円で１億円増額している。地方交付税は村の財政の歳入で45％を占めている収入税源であるが、１億円増額の根拠はどのように

見込んでいるのか。 

  ④ 地方交付税の予算化には、留保財源を見込んでいると思うが、いくらか。この留保財源は、年度中に突発的に発生した支出の際の

予備費的役割を持っているわけだが、いくら見込んでいるのか。 

・堆肥センターについて 

  ⑤ 農林水産業費の堆肥センターの改修工事として１億4,058万円が計上されているが、どのような改修工事か。 

⑥ 今後、施設の継続性を考えると、早期に移設や開放型か密閉型か、色々検討、議論する必要がある。今から方向を決めて取り組ま

なければ間に合わないと思われる。現在までの検討状況はどうか。 

・財政調整基金について 

⑦ 基金残高と村債務残高の推移を見ると、令和６年基金残高が３千万円強多いのに対し、令和８年見込みでは地方債残高が基金残高

を4,500万円上回っている。財政計画では、財政調整基金残高は令和６年９億9,400万円から年々減少し、令和11年－１億8,500万

村 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和８年３月第１回 木島平村議会定例会 行政事務一般質問通告書 
 

【木島平村議会議員 山浦  登】 

14 

質問事項 質     問     要     旨 答弁者 

 

 

 

 

 

２．村政を村民に説明

する方法について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円としており、その基金残高減額の傾向が８年度の予算にもみられるわけで、将来の財政計画と事業が行き詰まる懸念があるが、前

回の議会では、村長は「心配ない」との答弁であるが、再度伺う。 

 

 

 

村から示された対外的に重要な内容を含む議案や資料を議会に口外しないよう求められたり、資料の公表を制限したり、厚い資料を提出

し、会議が終わると回収するといったことが今まで行われてきた。内容によっては理解できることもあるが、議員活動を制限することにな

り、非常に疑問に感じる。以前スキー場の民営化の件について議員には全協で説明があったが、口外しないよう求められ、口外できなかっ

たところ、地方紙に報道され、「こんな重要なことを議員が知っていたのか」「なんで説明しなかったのか」と村民から詰問されたことがあ

った。「村民へ重要な情報を流すのが遅い。」「秘密主義だ」「政策や事業を説明するタイミングがほぼ固まった段階が多く修正や反対ができ

ない」との意見が出されている。そこで、３点質問する。 

① 議会に提出した資料や内容を村民に口外しないよう求められることが時々ある。議員の立場としては、採決の際村民に話もできず、

意見も聞けず、議案の賛否も自分で判断し採決の意思表示をすることになる。議員の基本的な姿勢として支障があり、問題である。口

外できないとする基準と期限は。 

② 村民の賛否が分かれると思われる事業の計画等を説明するタイミングとして、事業の重要性を考慮し、契約直前のほぼ固まった段階

でなく、村民の意見や要望が反映、修正できる場合によっては計画の見直しが出来る段階で説明することが必要と考えるがどうか。 

③ 村民の意見を聴取し、集約する方法としてアンケートがある。重要な事業意見が分かれる事業についてアンケートを提案するが、な

かなか実施してもらえない。村民アンケートをどのように考えているか。 
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質問事項 質     問     要     旨 答弁者 

３. 高齢者対策・過疎化

対策の総合的な取組

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本村の高齢化率は2020年40.9％(全国平均28.7％)であり、今後2050年までに13.4ポイント上昇し、54.3％と村民の半分以上が高齢者

と予測されている。また、一人暮らしの世帯は、1980年104世帯であったが、2020年では362世帯と3.4倍に増加、高齢化が急速に進むと

予測されている。そこで過疎化、高齢化社会の将来を見据えて、総合的な対策として提案型の質問をするので考え方を伺う。 

① 買い物難民対策として、昔のホームカーの方式で食料品の移動販売を農協や社協と協同で事業化できないか。また、社協でボランテ

ィアによるふれあいランチを実施しているが、配食サービスを事業化して回数を増やすなど充実させ、高齢者の健康管理、日常生活支

援、生活相談、冬季の生活支援等、総合的支援体制をつくり、高齢者や生活弱者が安心して生活ができる支援体制ができないか。 

② 近年、村内では商店や飲食店が閉店し、日常生活に支障をきたしている。過疎化の進行につれて村の活気が失われてきている。これ

らをどのように考えているか、その対策を伺う。 

③ 高齢化・過疎化の進行する将来を見据えて移住定住事業を進めるとともに、一人暮らしや弱者、希望する人の合意のもと、コンパク

トシティ的な持続可能な共同住宅建設が必要ではないか。 
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